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平成２９年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立堀江中学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】より 

全市共通目標について、「いじめ」「暴力行為」「校則」についても目標数値は全てクリ

アし、目標は達成している。「不登校」の数については昨年度よりも減少させることがで

きない状況にあるが、全ての不登校生に対して関係諸機関と連携しながら対応している。

今後の改善を期待したい。 

学校園の年度目標についても「マネジメント改革関連」「カリキュラム改革関連」「ガ

バナンス改革関連」の項目について、学校評価アンケートにより概ね目標を達成している

といえる。 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】より 

 全市共通目標について、チャレンジテストにおける標準化得点でみると、３年生は前

年度に比べて大幅に向上したが、１・２年生は向上が見られないため、今後さらなる学力

向上に向けた取組や授業改善の工夫が必要である。特に１・２年生においては、ＩＣＴ機

器を活用したり、学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広

げたりすることが活発にできていても、学力の定着には至っていないため、学力定着に向

けた具体的な方策が必要である。 

 学校園の年度目標について、学校評価アンケートより、「家庭での復習」について、３

年生は達成できたが、１・２年生についての課題がある。また、ＩＣＴ機器を活用した授

業もどんどん実施していただいているので、さらに「わかる・楽しい授業」の構築に向け

て、さらなる充実を期待したい。 

【その他】より、言語活動に関するコンクールや検定、各種大会および作品募集等の参加

は年々充実し、子どもたちの意欲や成果も高まっていることは、大変評価できる。今後も

継続し、子どもたちのために課題を提供していただきたい。 

 

２ 年度目標ごとの評価 
 

年度目標：子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現 

 年度目標の評価の個数はＡが４つ、Ｂが６つ、また、年度目標の達成に向けた取組内 

容の達成状況の評価の個数はＡが３つ、Ｂが３つである。概ね達成していると評価する。 

生活指導上の問題は、いじめや暴力が発生しても早期対応することで解消されていて、 

安心・安全が実現されている。また、不登校については、一人でも多くの生徒が登校でき

たり、自立に向けた改善ができたりするよう丁寧に対応していただいている。家庭・学校・

関係諸機関（こども相談センター・区役所子育て支援・スクールソーシャルワーカー等）

とも連携することで、一人一人の生徒の状況や背景に応じて、今後も粘り強く支援を続け

てほしいと思う。 

取組内容については、地域やボランティアとも連携し、細やかなところまで目標を定め 

て取り組んでいただいている。また、図書活動では新しい取組を試行しながら推進したり、

子どもたちの読書活動を委員会中心にすすめていただいているので、今後も成果を期待し

たい。 



 

 

 健康や安全、事故防止等、いつ起こるかわからない緊急課題への対応については、何よ

りも優先して教育していただきたい。 

狭いグランドで十分な運動がしにくい状況だとは思うが、真面目にラジオ体操するだけ

でも健康維持に役立ち、成果は上がっていると思う。健康・体力の保持増進の取組につい

て、次年度も充実させてほしい。 

 

年度目標：心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上 

家庭学習の定着が学校の重要課題のひとつになっているが、学校の授業の復習ができる 

よう学習方法の指導や学習環境の整備等をお願いする。また、チャイム着席等、授業規律 

や基本的な生活習慣の確立については、学校でしっかりと指導していただいているが、家 

庭でのしつけや習慣であると思われるので、引き続き家庭および小学校とも連携を取った 

方がいいと思う。 

ＩＣＴ機器や生徒同士の話し合い等を授業に導入することで、生徒の授業に対する姿勢

や意欲、思考が高まることはとても評価できる。今後もさらに授業研究の取組を充実させ

てほしい。 

体力・運動能力の結果については課題も多いが、ふだんの授業の様子や体育的行事への

取組の様子、運動部の活動の様子からは、運動やスポーツを楽しみ、意欲を持って取り組

んでいる様子が伺われる。引き続き、体力の向上をめざし、結果に表れることを期待する。 

学校図書館が、読書センターおよび学習センターとしての機能が高まってきたことが 

実感できる。今後も、読書活動の取組を、引き続き充実させていただきたい。 

 目標達成に向けた取組内容や指標、その結果と分析について、達成状況がＢであれば概 

ね満足でき評価できる。 

 

年度目標：その他 

 コンクールや検定への取組は今年度も高く評価したい。昨年度よりもさらにパワーアッ 

プし、子どもたちが自ら取り組む姿勢がよい。受賞する生徒も増え、また、ホームページ 

等で公表することで、さらに意欲が高まっていくと思う。 

生徒にとってやりがいのある取組なので継続してお願いしたい。 

 

 

３ 今後の学校運営についての意見 

 今年度も学校長の経営方針を教職員が理解し、よりよい学校づくりのために一丸となっ

て努力されている姿が明確に示されていると感じる。協議会の意見交換でも議論されたよ

うに、生徒・保護者との関係づくりにおいて、今後もさらなる発展に期待したい。 

データの数値化等も含め、協議会資料作成にご尽力いただきありがとうございました。

ただ、細かく数値化されるほど理解し難くなっています。 

 先生方には、いつも生徒のためにご尽力いただき、ありがとうございます。保護者への

啓発活動もよろしくお願いします。 

 

 


